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○�

働
く
機
会
の
創
出　

引
き
続
き
、
工

業
団
地
や
学
校
跡
地
等
へ
の
企
業
誘

致
に
加
え
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
企
業

や
起
業
創
業
者
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
合
同
就
職
面
接
会
の
開

催
や
市
民
を
雇
用
し
た
事
業
所
へ
奨

励
金
を
交
付
す
る
な
ど
、
市
内
就
業

の
機
会
創
出
を
図
り
ま
す
。

○�

地
域
農
業
の
担
い
手
を
育
成　

認
定

農
業
者
や
定
年
帰
農
者
等
へ
の
支
援
、

新
規
就
農
者
等
に
対
す
る
住
居
・
機

械
設
備
等
の
取
得
な
ど
、
総
合
的
な

就
農
支
援
を
行
い
ま
す
。

○�

農
産
物
の
高
品
質
化
や
販
路
拡
大
に

支
援　

米
・
常
陸
秋
そ
ば
・
果
樹
等

の
高
品
質
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
即

し
た
少
量
多
品
目
野
菜
の
計
画
生
産
、

農
産
物
を
活
用
し
た
６
次
産
業
化
、

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
を
中
心
と
し

た
販
路
拡
大
や
有
利
販
売
へ
支
援
し

ま
す
。

○�

そ
ば
店
の
協
議
会
を
設
立　

品
質
向

上
や
接
客
力
の
向
上
を
推
進
し
、
そ

ば
に
よ
る
地
域
内
経
済
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

○�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
旅
行
券
を
発
行　

引
き
続
き
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
や
観
光

レ
ン
タ
カ
ー
利
用
の
支
援
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
旅
行
券
の
発
行
に
よ
る
集

客
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○�

水
府
観
光
物
産
館
を
カ
フ
ェ
と
し
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　

竜
神
ダ
ム
湖
で
の

体
験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
活
用
し

た
誘
客
の
拠
点
と
な
る
カ
フ
ェ
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

○�

か
な
さ
笑
楽
校
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
を
設
置　

か
な
さ
笑
楽
校

３
階
部
分
の
改
修
と
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
で
集
客

力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
仕
事
の
場
づ
く
り

第 6次総合計画がスタートして 2年目となる今年、本市の目指す将来像「幸せを感じ、暮らし続けたいと思うまち　常
陸太田」の実現を目指すため、本市の重点課題である少子高齢化・人口減少対策に積極的に取り組むとともに、市民の
生活に直結する施策を進めます。今月は第 6次総合計画の 3つの基本方針ごとに主な事業を紹介します。

　【特集 1】
　平成 30年度市の施政方針と当初予算の概要

持続可能なまちへ、着実に

❶

就職面接会

常陸秋そば
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○�
幼
稚
園
・
保
育
園
保
育
料
の
軽
減　

幼
稚
園
保
育
料
の
第
２
子
以
降
無
料

化
、
保
育
園
保
育
料
の
第
３
子
以
降

無
料
化
に
加
え
、
低
所
得
者
世
帯
の

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育
料
を
無
償

化
し
ま
す
。

○�

認
定
こ
ど
も
園
を
整
備　

の
ぞ
み
お

よ
び
す
い
ふ
認
定
こ
ど
も
園
を
開
園

す
る
と
と
も
に
、
民
間
保
育
園
の
誘

致
を
検
討
す
る
な
ど
、
待
機
児
童
解

消
に
努
め
ま
す
。

○�

郷
土
愛
を
育
む　

小
学
１
～
３
年
生

の
親
子
を
対
象
に
出
前
形
式
で
親
子

講
座
「
夢
塾
」
を
開
設
し
ま
す
。

○�

水
府
小
・
中
学
校
校
舎
を
整
備　

４

月
に
開
校
し
た
水
府
小
に
つ
い
て
、

水
府
中
と
の
小
中
一
貫
教
育
を
行
う

と
と
も
に
、
平
成
31
年
12
月
の
完
成

を
目
指
し
新
校
舎
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

○�

学
校
施
設
の
整
備　

小
学
校
８
校
・

中
学
校
３
校
の
図
書
室
へ
エ
ア
コ
ン

を
設
置
し
ま
す
。

○�

疾
病
の
抑
制
と
早
期
発
見　

引
き
続

き
各
種
健
診
の
受
診
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
や
歯

周
病
検
診
に
取
り
組
み
ま
す
。

夢
を
育
み
健
や
か
に
生
き
る
ひ
と
づ
く
り

○�

水
害
に
備
え
る　

河
川
の
改
修
整
備

や
堆
積
土
砂
の
撤
去
な
ど
河
川
の
地

水
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
主
防

災
組
織
と
の
連
携
を
強
め
ま
す
。

○�

原
子
力
災
害
対
策　

原
子
力
災
害
広

域
避
難
計
画
お
よ
び
広
域
避
難
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
に
続
き
、
広
域
避
難
実
施

計
画
や
住
民
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
計
画
の
実
行
性
を
高
め
ま
す
。

○�

魅
力
あ
る
市
街
地
の
整
備　

国
道

３
４
９
号
バ
イ
パ
ス
の
西
側
区
域
に

商
業
施
設
や
業
務
施
設
の
誘
致
を
進

め
ま
す
。

○�

公
共
交
通
を
便
利
に　

地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
及
び
地
域
公
共
交
通

再
編
実
施
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た

第
１
次
再
編
の
評
価
・
改
善
を
行

い
、
第
２
次
再
編
に
取
り
組
み
ま
す
。　

高
校
生
の
通
学
や
75
歳
以
上
の
方
の

路
線
バ
ス
利
用
助
成
を
継
続
し
ま
す
。　

○�

道
路
の
整
備　

国
道
３
４
９
号
バ
イ

パ
ス
の
４
車
線
化
、
国
道
２
９
３

号
常
陸
太
田
東
バ
イ
パ
ス
、
国
道

４
６
１
号
の
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
水
府

里
美
間
の
拡
幅
な
ど
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
県
道
日
立
笠
間
線
の

幡
町
か
ら
日
立
市
ま
で
の
区
間
を
市

道
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
く
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

○�

自
然
・
生
活
環
境
の
保
全　

災
害
時

に
発
生
す
る
廃
棄
物
の
処
理
方
針
を

定
め
る
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
を
新

た
に
策
定
し
ま
す
。

○�

太
陽
光
発
電
設
備
等
へ
の
補
助　

太

陽
光
発
電
設
備
や
高
効
率
給
湯
器
等

の
設
置
補
助
を
継
続
し
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
を
促
進
し
ま
す
。

○�

ご
み
の
減
量
化　

資
源
ご
み
の
無
料

回
収
と
23
分
別
回
収
を
継
続
し
、
ご

み
排
出
量
の
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
率

向
上
を
図
り
ま
す
。

○�

地
域
の
支
え
あ
い
支
援　

第
７
期
高

齢
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
認
知
症
の
早
期
診
断
・
対
応

に
向
け
た
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

○�

子
育
て
世
帯
の
定
住
に
助
成　

引
き

続
き
、
市
内
に
住
宅
を
取
得
し
た
子

育
て
世
帯
等
に
助
成
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
帯
を
対
象
に
し
た
定
住
促

進
住
宅
を
民
間
活
力
に
よ
り
整
備
し

ま
す
。

○�
国
体
開
催
へ
向
け
た
整
備　

平
成
31

年
の
国
体
開
催
へ
向
け
運
動
公
園
施

設
等
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

❷

❸

特集 1　平成 30年度市の施政方針と当初予算の概要

国道349号バイパス西側区域

のぞみこども園
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平成 30 年度当初予算

一般会計の内訳

歳入は、前年度と比較し、地方交付税（普通交付税）

が 3億 2 千万円の減、繰入金（財政調整基金繰

入金など）が8億9,115万円の増となっています。

歳出は、前年度と比較し、日立笠間線整備事業の

増などにより土木費が 2億 5,811 万円の増、水

府小・中学校整備事業の増などにより教育費が 4

億 8,068 万円の増となっています。

会計区分 金額
一般会計 236 億 2,600 万円

特
別
会
計

国民健康保険 54 億 4,526 万 9 千円
後期高齢者医療 7億 575 万 1千円
介護保険 60 億 1,462 万 6 千円
下水道事業 11 億 6,289 万 9 千円

農業集落排水事業 3億 5,198 万 6 千円
戸別合併処理浄化槽設

置整備事業 2億 2,734 万 8 千円

簡易水道事業 3億 2,921 万円
小計 142 億 3,708 万 9 千円

企
業
会
計

水道事業
収益的支出 12 億 7,231 万 9 千円
資本的支出 6 億 8,538 万 6 千円

工業用水
道事業

収益的支出 1 億 145 万円
資本的支出 1,630 万 8 千円

小計 20 億 7,546 万 3 千円
合計 399 億 3,855 万 2 千円

平成 30 年度会計別当初予算額

3.1

衛生費

7億3,682万円

12.2

民生費

28億8,438万円

商工費

14.6

教育費
34億3,959万円

4.0農林水産業費 9億5,189万円

11.6

総務費
27億3,813万円

31.6
74億6,220万円消防費

7.2

土木費

17億792万円

10.6

公債費
24億9,232万円

0.1
その他 3,000万円

0.9
議会費 2億1,444万円

4.1
9億6,831万円

歳出

236億2,600万円
（目的別）

84億2,923万
円

15
1億

9,
67

7万

円

34.5

地方交付税
81億4,000万円

15.2

国県支出金
35億8,979万円

5.8

その他
13億7,588万円 8.8

市債

22.1

市税
52億1,862万円

3.9
9億924万円

使用料および
手数料など

8.4

繰入金
19億8,667万円

0.3

財産収入
6,470万円

1.0

繰越金
2億5,000万円236億2,600万円

自主財源
［
35.7％

］依
存
財
源
［
64

.3％
］

歳入

20億9,110万円

0

200 億

400 億

円
平成 29・30 年度当初予算比較

20億2,971万 8千円 20億7,546万 3千円

円円円億7,787万 8千154億 万5554億7,787万 8 円円円87万8千千
特別会計

円円円億3,708万 9千142億42億3,708万44 9 円円円3708万9千億 千
特別会計

一般会計 一般会計
229億 8,200万円 236億2,600万円

企業会計 企業会計

399 億 3,855 万 2 千円404 億 8,959 万 6 千円
平成 29 年度 平成 30 年度

154億 7,787万 8千円 142億3,708万 9千円

229億8,200万円 236億2,600万円

特集1　平成 30年度市の施政方針と当初予算の概要

予算規模は、一般会計が対前年度比 2.8％増の 236 億 2,600 万円、特別会計、企業会計を
合わせると対前年度比 1.4％減の 399 億 3,855 万 2千円となっています。
一般会計においては、安定した雇用の創出により本市への新しい人の流れを作り、若い世代
の結婚・出産・子育ての希望をかなえるための事業に重点的に予算配分を行いました。
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おめでとうございます✿ ✿✿ ✿ ✿ ✿

技
能
五
輪
全
国
大
会
で

活
躍

環
境
美
化
教
育
優
良
校

と
し
て
表
彰

昨
年
11
月
24
日
～
27
日
、
栃
木
県

で
開
催
さ
れ
た
第
55
回
技
能
五
輪
全

国
大
会
に
本
市
出
身
の
７
人
の
青
年

技
術
者
が
出
場
し
、
菊
池
優
斗
さ
ん

が
金
メ
ダ
ル
、
田
所
醇
也
さ
ん
が
銀

メ
ダ
ル
、
高
星
千
秋
さ
ん
、
飯
村
遼

さ
ん
が
銅
メ
ダ
ル
、
長
嶋
啓
太
さ
ん
、

石
川
裕
也
さ
ん
、
小
室
凌
人
さ
ん
が

敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地
域
の
環
境
美
化
や
資
源
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
貢
献
し
て
い
る
と
し

て
、
飲
料
業
界
６
団
体
で
つ
く
る

食
品
容
器
環
境
美
化
教
育
優
良
校

等
表
彰
で
、
里
美
小
・
中
が
優
良

校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
生
徒
会

福
祉
委
員
長
の
豊
田
明
日
香
さ
ん

（
中
学
３
年
）
は
、「
一
生
懸
命
に

や
っ
て
き
た
結
果
が
、
今
回
の
表

彰
に
結
び
つ
い
て
う
れ
し
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

生徒会福祉委員の皆さん

菊池優斗さん
(株)日立ハイテクノ
ロジーズ

ずっと金メダル
を目標にやって
きたので、すご
くうれしかった
です。訓練で
行っている作業
を本番の緊張す
る中でできたこ
とが結果に繋
がったと思いま
す。

（水府中出身）

（株）日立製作所
電力ビジネスユニット

日立事業所

中学生の時から
ものづくりが好
きでした。入学
後に技能五輪の
見学があり、出
場している先輩
たちがかっこい
いと思い、選手
を目指しました。
受賞して、うれ
しかったです。

飯村遼さん

（世矢中出身）

技能五輪に憧れ
たきっかけは、
出場してメダル
を取った先輩の
影響です。自分
もそういう風に
なりたいなと思
い選手を目指し
ました。

日立アプライアンス
（株）

小室凌人さん

（峰山中出身）

（株)日立ハイテクノ
ロジーズ

高星千秋さん

（里美中出身）

金メダルを目標
にやってきたの
で、銅メダルで
終わってしまっ
たのは少し悔し
かったです。

（株)日立ハイテク
ノロジーズ

田所醇也さん

（世矢中出身）

大会ではミスを
してしまいまし
たが、自分に
とって高いレベ
ルで訓練を行っ
てきたからこそ、
それでも銀メダ
ルがとれたので
はないかと思い
ます。

石川裕也さん

（峰山中出身）

学生の時は、旋
盤と溶接で技能
五輪に出場して
いました。賞に
入ってうれし
かったです。家
族も喜んでくれ
ました。

長嶋啓太さん
日立オートモティ
ブシステムズ（株）
（南中出身）

子どもの時から
プラモデルなど
のものづくりが
好きでした。次
が技能五輪に出
場できる最後の
年になるので、
金メダルを目指
したいです。

（株）日立製作所
電力ビジネスユニット

日立事業所
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春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日

～
７
日
）
に
伴
い
、
西
河
内
・
上
内
田
・

中
内
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
に
よ
る
火
災
予

防
広
報
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
内
田
・
中

内
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も
た

ち
と
「
火
の
用
心
」
の
掛
け
声
や
拍
子
木

の
音
で
地
域
の
人
々
に
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
同
運

動
の
一
環
と
し

て
、
か
わ
ね
や

木
崎
本
店
で
市

内
の
小
・
中
学

生
の
火
災
予
防

ポ
ス
タ
ー
と
防

火
標
語
の
優
秀

作
品
の
展
示
を

行
い
ま
し
た
。

３
月
16
日
、
道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た
で
、

チ
ー
ズ
製
造
・
商
品
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

チ
ー
ズ
の
試
作
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ク
が

あ
り
、
そ
れ
で
い
て
ス
ッ
キ
リ
飲
め
る
自

然
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
の
市
内
産
生
乳
か
ら
、

モ
ッ
ツ
ァ
レ
ラ
と
ス
ト
リ
ン
グ
ス
の
２
種

類
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
が
作
ら
れ
、
関

係
者
で
試
食
。
歯
触
り
が
良
く
て
お
い
し

い
と
、
初
の
試
作
に
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
平
成
31
年
度
中

の
製
品
化
を
目
指
し
、
今
後
も
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

チ
ー
ズ
製
造
・
商
品
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
試
作

大きな声で「火の用心！」来店者に火災予防を呼びかけた

TOPICS

２
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
常
陸
ま
い
づ
る
で
平

成
29
年
度
常
陸
太
田
市
産
農
産
物
の
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
報
告
会
が
行
わ
れ
、
受
賞
者

の
皆
さ
ん
が
受
賞
の
喜
び
の
声
や
農
産
物

作
り
の
ポ
イ
ン
ト
、
苦
労
話
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。な
お
、入
賞
者
は
以
下
の
と
お
り
。

◇�

第
14
回
お
米
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
ｉ
ｎ

し
ず
お
か
入
賞　

前
沢
孝
一
さ
ん
（
下

河
合
町
）、
㈲
栗
原
農
園
（
芦
間
町
）

◇�

平
成
29
年
度
「
ふ
く
ま
る
」
グ
ラ
ン
プ

リ
２
位
（
県
議
会
議
長
賞
）　

須
藤
厚

さ
ん
（
下
利
員
町
）

◇�

平
成
29
年
度
茨
城
県
果
樹
生
産
力
向
上

共
励
会　

有
核
栽
培
部
門
（
巨
峰
）
１

等
（
県
知
事
賞
）　

綿
引
幹
雄
さ
ん
（
増

井
町
）
／
無
核
栽
培
部
門
（
ぶ
ど
う
）

１
等
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）　

武
藤
聡

さ
ん
（
春
友
町
）

◇�

第
66
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
一
般
鉢

植
え
部
門
銀
賞（
日
本
種
苗
協
会
長
賞
）

大
内
広
明
さ
ん
（
内
田
町
）

常
陸
太
田
市
産
農
産
物
の

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
報
告
会

お米作りのポイントを話す前沢さん

２
月
23
日
、
市
道
大
中
宮
後
線
の
一
部

が
開
通
し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
大
久
保

市
長
や
地
域
の
方
々
な
ど
約
30
人
が
出

席
し
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
、
開

通
を
祝
い
ま
し
た
。
今
回
開
通
し
た
の
は

里
川
に
か
か
る
大
中
橋
を
含
め
、
市
役
所

里
美
支
所
か
ら
国
道
３
４
９
号
ま
で
の

約
１
８
０
ｍ
。
こ
の
開
通
に
よ
り
、
地
域

の
方
々
の
利
便
性
向
上
や
緊
急
時
に
北

消
防
署
里
美
出
張
所
か
ら
の
消
防
車
の

出
動
が
円
滑
に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
道
大
中
宮
後
線
開
通

地元の子どもたちも一緒にテープカット

モッツァレラ㊧とストリングス㊨の２種を試作
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３
月
17
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ひ
よ
っ
こ
」
が
、
茨
城
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
大
賞
と
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
大

賞
特
別
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
記
念
し
、

ド
ラ
マ
の
中
に
登
場
し
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
で
鯨
ケ
丘
商
店
街
や
町
屋
町
な
ど

市
内
ロ
ケ
地
を
巡
り
ま
し
た
。
県
外
か
ら

の
参
加
者
は
「
ド
ラ
マ
を
毎
日
見
て
い
た

の
で
、
ロ
ケ
地
を
見
ら
れ
て
楽
し
か
っ
た

で
す
。
茨
城
が
と
て
も
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
常
陸
太
田
市
に
ま
た
来
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

３
月
24
日
、
４
月
か
ら
合
併
と
な
る
水
府
小
と
山
田
小
で
閉

校
記
念
式
典
が
開
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
経
過
報
告
や
校

旗
返
納
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
府
小
で
は
、
式
典
の
後
に
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
地
域
の
皆
さ

ん
と
合
唱
を
行
い
、
最
後
に
は
、
校
庭
で
風
船
を
飛
ば
し
て
、

思
い
出
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
学
び
舎
に
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

山
田
小
で
は
、
地
域
の
方
々
や
い
ま
ま
で
の
卒
業
生
な
ど
が

集
ま
り
、
１
０
５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
い

つ
ま
で
も
母
校
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め

て
、
教
職
員
が
町
田
焼
を
参
考
に
し
て
制
作
し
た
校
章
入
り
の

文
鎮
等
の
記
念
品
が
児
童
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

ひ
よ
っ
こ
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

が
市
内
を
循
環

最
後
の
卒
園
式

水
府
小
・
山
田
小
閉
校
記
念
式
典

撮影時の話を熱心に聞く参加者たち鯨ケ丘を走るバス

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
、
４
月
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
し
た
の
ぞ
み
幼
稚
園
・
水
府
幼
稚

園
・
す
い
ふ
保
育
園
で
最
後
の
卒
園
式
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
16
日
、
の
ぞ
み
幼
稚
園
で
は
23
人
の
卒
園
児
が
、
友
達
と

過
ご
し
た
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
水
府
幼
稚
園
で
は
７
人
の

卒
園
児
を
送
り
出
し
、
40
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
３
月
23
日
に
は
す
い
ふ
保
育
園
で
卒
園
式
が
行
わ
れ
、

９
人
の
卒
園
児
が
在
園
児
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
、
新
し
い

生
活
へ
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

のぞみ幼稚園

児童代表による挨拶（山田小）

卒業生による発表（山田小） それぞれの思いをつなぎながら、
カウントダウンを行った（水府小）

水府幼稚園

すいふ保育園
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■
認
知
症
と
は

　

認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞
が

壊
れ
た
り
、
働
き
が
悪
く
な
っ
た
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
が
起
こ
る
病
気
で
、
日
常
生
活
に
支
障
が

出
て
い
る
状
態
（
お
よ
そ
６
カ
月
以
上
継
続
し
て
い

る
状
態
）
を
い
い
ま
す
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
誰
で
も
忘
れ
や
す
く
な
り
ま
す

が
、「
認
知
症
」
に
よ
る
物
忘
れ
と
「
加
齢
」
に
よ

る
物
忘
れ
は
違
い
ま
す
。

■
認
知
症
の
症
状

　

認
知
症
の
症
状
は
、
大
き
く
２
種
類
に
分
か
れ
ま

す
。

　
「
中
核
症
状
」
と
呼
ば
れ
る
、
脳
の
神
経
細
胞
が

壊
れ
て
い
く
中
で
、
記
憶
や
判
断
力
、
時
間
や
場
所

■
も
し
、
家
族
が
徘
徊
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

県
で
は
、
徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る
方
や
そ
の
恐
れ

の
あ
る
方
に
対
し
、
靴
や
衣
服
な
ど
身
の
回
り
の
物

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
お
か
え
り
マ
ー
ク
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

市
に
住
所
や
氏
名
、
電
話
番
号
お
よ
び
顔
写
真
な

ど
を
事
前
登
録
す
る
こ
と
で
、
警
察
な
ど
か
ら
の
照

会
に
対
し
、
迅
速
に
ご
家
族
に
連
絡
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
登
録
し
た
情
報
は
、
同
意
を
得
て
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
県
警
察

に
提
供
し
ま
す
）。

　

詳
し
く
は
、
高
齢
福
祉
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「認知症」と「加齢」による物忘れの違い（目安）

認知症によるもの 加齢によるもの

出来事のすべてを忘れる
例）�朝ごはんを食べたこと
を忘れる

出来事の一部を忘れる
例）�朝ごはんに食べたもの
を忘れる

物忘れに気づかない（自覚
がない）

物忘れの自覚がある

季節や日時、場所がわから
ない

日時や場所を間違えること
がある

の
認
識
な
ど
の
認
知
機
能
が
損
な
わ
れ
る
認
知
症
本

来
の
症
状
と
、
中
核
症
状
を
も
と
に
本
人
の
性
格
や

周
囲
と
の
か
か
わ
り
方
、
環
境
な
ど
が
関
係
し
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
「
行
動
・
心

理
症
状
」（
徘
徊
、妄
想
、暴
力
・

暴
言
、
抑
う
つ
な
ど
）
が
あ

り
ま
す
。

認知症のこと、知ってください
あなたや家族が、自分らしく暮らしていくために

日常生活に支障がある 日常生活にあまり支障がない

➡ ➡

おかえりマークの種類

防水反射素材シール

アイロンシール

【特集 2】

認知症は、誰でも発症する可能性のある脳の病気です。高齢化の進行に伴い、2025 年には約 700 万人（65歳
以上の高齢者の 5人に 1人）が認知症になるといわれています。（厚生労働省推計）
一方で、認知症は、早期に発見し対応することで、その症状を軽減できたり、進行を遅らせたりすることができ
るともいわれています。
認知症についての正しい知識を身につけ、理解し、向き合うことが大切です。 問高齢福祉課（内線 131・144）
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■
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方

　

認
知
症
が
進
む
と
、
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
増
え

て
何
か
し
ら
の
不
安
を
感
じ
始
め
ま
す
。
本
人
の
気

持
ち
に
な
っ
て
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

○
認
知
症
の
方
へ
の
心
得
（
３
つ
の
〝
な
い
〟）

驚
か
せ
な
い
・
急
が
せ
な
い
・
自
尊
心
を
傷　
　

つ
け
な
い

対応の 7 つのポイント

まずは見守る
認知症と思われる人に気づいたら、本人や他の人に気づかれない
ように、一定の距離を保ちさりげなく様子を見守ります。

余裕をもって対応する
こちらが困惑や焦りを感じていると相手にも伝わって動揺させて
しまいます。自然な笑顔で応じましょう。

声をかけるときは一人
で

複数で取り囲むと恐怖心をあおりやすいので、できるだけ一人で
声をかけましょう。

後ろから声をかけない
一定の距離で相手の視野に入ったところで声をかけます。唐突な
声掛けは禁物。「何かお困りですか？」「お手伝いしましょうか？」
などやさしく声をかけましょう。

相手の目線に合わせ
て、やさしい口調で

相手が小柄な方の場合は、体を低くして目線を同じ高さにして対
応しましょう。

おだやかに、はっきり
と

高齢者は耳が聞こえにくい人が多いので、ゆっくりと話すように
しましょう

相手の言葉に耳を傾け
てゆっくりと対応する

認知症の人は急かされるのが苦手です。同時に複数の問いに答え
るのも苦手です。相手の反応をうかがいながら会話しましょう。

認
知
症
の
正
し
い
理
解
を

　

～
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
～

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の

正
し
い
理
解
を
も
ち
、
地
域
や
職
場
で
認
知
症
の

方
や
そ
の
家
族
を
見
守
る「
応
援
者
」を
い
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
、
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
方
法
や
、
認
知
症
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
学
び
ま

す
。

問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
73
‐
１
７
１
７

■
早
期
対
応
が
重
要
で
す

　

認
知
症
の
症
状
は
、
本
人
が
最
初
に
気
づ
く
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
「
認
め
た
く
な
い
」「
家

族
に
心
配
を
か
け
た
く
な
い
」な
ど
の
気
持
ち
か
ら
、

周
り
に
相
談
す
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　

認
知
症
の
症
状
は
、
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た

変
化
に
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。「
ち
ょ
っ
と
変

だ
な
」
と
い
う
サ
イ
ン
を
周
囲
の
人
が
見
逃
さ
ず
、

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
早
期
対
応
の
メ
リ
ッ
ト
】

　

○�

治
る
病
気
や
一
時
的
な
症
状
の
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

○�

進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

○�

認
知
症
に
向
き
合
う
た
め
の
準
備
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けるために、認知症の
方やその家族に早期に関わる「認知症初期集中支援チーム」を地域包括支援センターに配置しました。

認知症初期集中支援チームを配置しました

○認知症初期集中支援チームとは？
　���地域包括支援センターの専門職が、認知症の方やその家族を訪問し、状況を確認
しながら、必要な医療や介護サービスにつなげる支援を行います。
○対象となる方は？
　�40 歳以上で自宅で生活をしており、認知症の症状にお困りの方です。
　※�認知症であっても、医療や介護サービスを受けている方は対象となりません。

まずは地域包括支援センターにご相談ください。	
担当エリア 住所 電話番号

本所 常陸太田・金砂郷 稲木町 33（総合福祉会館内） 72-8881

サブセンター 水府・里美 町田町 163-1（水府支所内） 70-5678

認知症サポーターの
証「オレンジリング」

特集 2　認知症のこと、知ってください



広報ひたちおおた　2018 年 4月号 常陸太田市役所　72-311110

平
成
30
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
は
、
３
月
２
日
か
ら
19
日
ま
で
開
催
。

議
案
42
件
、議
員
提
案
１
件
が
審
議
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

《
条
例
の
制
定
》

▼�

市
子
育
て
支
援
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
…
山
吹
運
動

公
園
親
水
広
場
に
子
育
て
支
援
施

設
を
設
置
・
管
理
す
る
た
め
制
定

▼�

市
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業

の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

等
を
定
め
る
条
例
…
地
域
に
お
け

る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確

保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
制
定

《
条
例
の
一
部
改
正
》

▼�

市
行
政
組
織
条
例
…
新
た
に
政
策

推
進
室
を
設
置
す
る
た
め
改
正

▼�

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
…

市
教
育
委
員
会
の
教
育
次
長
を
教

育
部
長
に
改
め
る
た
め
改
正

▼�

市
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
…
企
業
立
地
の
促
進
等

に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正

▼�

市
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
手
数

料
条
例
…
地
方
公
共
団
体
の
手
数

料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
改
正

▼�

市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支
援

金
等
支
給
条
例
…
支
援
金
制
度
を

１
年
間
延
長
す
る
た
め
改
正

▼�
市
介
護
保
険
条
例
…
介
護
保
険
料

率
の
見
直
し
及
び
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
一
部
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
正

▼�

市
企
業
等
立
地
促
進
条
例
…
企
業

立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お

け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性

化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に

伴
う
改
正

▼�

市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
…
市
営
住
宅
の
一
部
を

用
途
廃
止
し
た
こ
と
に
伴
う
改
正

▼�

市
火
災
予
防
条
例
…
違
反
対
象
物

の
公
表
制
度
を
設
置
す
る
た
め
改

正
▼�

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
つ

い
て

▼�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化

の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
に
つ
い
て

▼�

市
西
山
研
修
所
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
…
指
定
管
理
者
の

指
定
取
り
消
し
に
よ
り
、
教
育
委

員
会
が
施
設
を
管
理
す
る
た
め
改

正
《
計
画
の
変
更
》

▼�

市
新
市
建
設
計
画
の
一
部
変
更
…

日
立
笠
間
線
の
整
備
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
合
併
特
例
債
を
有

効
に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る

た
め
変
更

《
指
定
管
理
者
の
指
定
》

▼�

市
営
里
美
斎
場
…
一
般
財
団
法
人

里
美
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

▼�
市
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
、
市
里

美
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
、
市
総
合

交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
…
一
般
財
団
法

人
里
美
ふ
る
さ
と
振
興
公
社

《
市
道
の
廃
止
》

▼�

現
況
市
道
の
見
直
し
に
伴
い
、
55

路
線
を
廃
止

《
市
道
の
認
定
》

▼�

道
路
整
備
等
に
伴
い
３
路
線
を
認

定
《
規
約
の
変
更
》

第
１
回
市
議
会
定
例
会

▼�

茨
城
北
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約

の
変
更
…
農
業
災
害
補
償
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
う
変
更

《
平
成
29
年
度
補
正
予
算
》

▼�

一
般
会
計
（
第
７
号
）
…

１
億
６
６
５
７
万
８
千
円
を
減
額

▼�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
４

号
）
…
１
億
３
９
５
４
万
１
千
円

を
減
額

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
（
第

４
号
）
…
２
２
７
４
万
３
千
円
を

追
加

▼�

介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
３
号
）
…

２
億
７
７
９
８
万
１
千
円
を
減
額

▼�

下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
３
号
）

…
２
４
８
１
万
円
を
減
額

▼�

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
３
号
）
…
６
６
９
万
１
千
円

を
減
額

▼�

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
）

５
４
７
８
万
６
千
円
を
減
額

▼�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
３

号
）
…
１
６
８
１
万
２
千
円
を
減
額

《
平
成
30
年
度
当
初
予
算
》

▼�

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介

護
保
険
・
下
水
道
事
業
・
農
業
集

落
排
水
事
業
・
戸
別
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
・
簡
易
水

道
事
業
）、
企
業
会
計
（
水
道
事

業
・
工
業
用
水
道
事
業
）
…
総

額
３
９
９
億
３
８
５
５
万
２
千
円

（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）

《
人
事
案
件
》

▼�

副
市
長
の
選
任
…
宮
田
達
夫
氏
を

選
任

▼�

教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
…
石

川
八
千
代
氏
を
任
命

▼�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
…

斎
藤
広
美
氏
を
推
薦

《
議
員
提
案
》

▼�

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
…
市
行
政
組
織
条
例
の
改
正
に

伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所
管
を
見

直
す
た
め
改
正
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１年間の保険料額
（100 円未満切り捨て）

均等割額

39,500 円
＋

所得割額
（前年中の総所得金額等－ 33 万円〈基

礎控除額〉）×　8.00％

平成30・31年度 （参考）
平成 28・29 年度

保険料

均等割額 39,500円 39,500 円

所得割率 8.00％ 8.00％

保険料の賦課限度
額（上限額） 62万円 57 万円

＝

問保険年金課年金医療係（☎内線 117・118）

【保険料率等の状況】

【保険料の計算方法】
被保険者全員が等しく負担する「均等割額」
と被保険者の所得に応じて決まる「所得割額」
の合計で、上限額は年額 62 万円です。なお、
所得の低い方は、世帯の所得水準により保険
料が軽減されます。

平成30・31年度の後期高齢者医療保険料率が決定しました
　県後期高齢者医療広域連合議会定例会において、平成 30 年度および平成 31 年度の後期高齢者医療保険料率
額および賦課限度額が下記のとおり決定されました。保険料率は据え置きとなりましたが、所得が少ない方の
負担軽減を図るため、また上位所得者には応分の負担を求める観点から賦課限度額が 5万円引き上げられまし
た。なお、平成 30 年度の保険料額は、7月中旬以降に納入通知書等により通知します。

＊平成 30 年度の介護保険料については５月号でお知らせします。

　後期高齢者医療制度では、公費が約５割、現
役世代からの支援金が約４割、被保険者（高齢者）
の後期高齢者医療保険料が約１割を負担するこ
とにより、被保険者（高齢者）が受ける医療に
係る給付等を行っています。

＊�後期高齢者医療制度の保険料率は、各都道
府県で医療費の動向等をふまえて 2年に一
度見直されます。被保険者の増加に伴い、
医療給付費総額は年々上昇しており、今後
も上昇が見込まれますが、平成 30・31 年度
の保険料率は後期高齢者医療給付費準備基
金を活用することにより保険料率の上昇を
抑制したため、平成 28・29 年度から据え置
きとなっています。

【後期高齢者医療制度の財源】

後期高齢者の医療にかかる費用

公費（約５割）

現役世代からの支援金
（約４割）

高齢者の保険料
（約１割）（約

保険年金
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理
事
井
坂
光
利
／
保
健
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
滑
川
裕
／
商
工

観
光
部
長
岡
﨑
泰
則
／
消
防
本
部

消
防
長
江
幡
正
紀
／
金
砂
郷
支
所

統
括
関
正
美
／
消
防
本
部
消
防
次

長
兼
南
消
防
署
長
福
田
智
光
／
清

掃
セ
ン
タ
ー
主
査
梶
山
京
子
／
金

砂
郷
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
市
民

生
活
係
長
兼
出
納
室
主
査
永
田
真

理
子
／
生
涯
学
習
課
主
査
兼
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
主
査
遠
藤
進
／
監

査
委
員
事
務
局
主
査
西
野
明
子
／

販
売
流
通
対
策
課
主
任
生
田
目
時

良
／
高
齢
福
祉
課
保
健
師
藤
知
加

子
／
教
育
総
務
課
技
手
荻
津
吉
光

広
報
広
聴
課
主
事
塙
悠
美
／
税
務

課
主
事
岡
本
茉
奈
／
収
納
課
主
事

鈴
木
美
咲
／
収
納
課
主
事
補
大
森

康
平
／
市
民
課
主
事
石
川
真
子
／

市
民
協
働
推
進
課
主
事
橋
本
崇
史

／
環
境
政
策
課
主
事
佐
藤
さ
や
か

／
保
険
年
金
課
主
事
千
葉
雅
史
／

社
会
福
祉
課
主
事
大
町
美
晴
／
高

齢
福
祉
課
主
事
補
宇
野
優
美
香
／

農
政
課
主
事
池
﨑
友
彦
／
販
売
流

通
対
策
課
主
事
佐
藤
映
理
／
観
光

振
興
課
主
事
山
﨑
竜
一
／
建
設
課

主
事
寺
門
佑
麻
／
教
育
総
務
課
主

事
橋
本
駿
路
／
文
化
課
主
事
兼
郷

土
資
料
館
主
事
萩
谷
友
里
恵
／
南

消
防
署
消
防
士
和
田
拓
也
／
南
消

防
署
消
防
士
白
石
暁

◇政策推進室の新設
　全庁的な政策調整機能の強化を図り、重要施策等を効
果的・効率的に推進するため市長直轄組織として新設

4 月 1日から市の機構の一部が変わりました

◇政策企画部の部名を変更、情報政策課を廃止、国体推
進室の係を新設

◇高齢福祉課介護認定係を介護保険係に統合し、介護施
設指導係を新設

市職員の人事異動（カッコ内は旧）

定
期
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

退
職
（
３
月
31
日
付
）

新
規
採
用
（
４
月
１
日
付
）

【
部
長
級
】
政
策
推
進
室
理
事
（
総

務
部
長
）
加
瀬
智
明
／
総
務
部
長

（
市
民
生
活
部
長
）
西
野
千
里
／

市
民
生
活
部
長
（
秘
書
課
長
）
鈴

木
淳
／
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
（
市
民
協
働
推
進
課
長
）

岡
部
光
洋
／
商
工
観
光
部
長
（
建

設
課
長
）
小
瀧
孝
男
／
議
会
事
務

局
長
（
総
務
課
長
）
笹
川
雅
之
／

消
防
本
部
消
防
長
（
議
会
事
務
局

長
）
宇
野
智
明
／
教
育
部
長
（
教

育
次
長
）
生
天
目
忍

【
次
長
・
参
事
級
】
保
健
福
祉
部

次
長
兼
社
会
福
祉
課
長
（
防
災
対

策
課
長
）
塩
原
正
己
／
金
砂
郷
支

所
統
括
（
金
砂
郷
地
域
振
興
課
長

兼
地
域
相
談
室
長
）
／
関
勝
則

【
課
長
級
】
政
策
推
進
課
長
（
企

画
課
長
補
佐
兼
調
整
係
長
）
安
島

剛
／
秘
書
課
長
（
財
政
課
長
）
柴

田
道
彰
／
広
報
広
聴
課
長
（
情
報

政
策
課
長
）
小
又
理
恵
／
広
報
広

聴
課
副
参
事
兼
広
聴
係
長
（
情
報

政
策
課
長
補
佐
兼
情
報
化
推
進
係

長
）
武
藤
充
宏
／
総
務
課
長
（
社

会
福
祉
課
長
）
根
本
勝
則
／
財
政

課
長
（
教
育
総
務
課
長
）
綿
引
久

雄
／
防
災
対
策
課
長
（
環
境
政
策

課
長
補
佐
兼
環
境
企
画
係
長
兼
放

射
能
対
策
室
係
長
）
西
野
保
／
少

子
化
・
人
口
減
少
対
策
課
長
（
総

務
課
主
査
兼
係
長
）
富
山
晴
美
／

市
民
協
働
推
進
課
長
（
文
化
課
長

補
佐
兼
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進

室
長
）
髙
橋
知
之
／
環
境
政
策
課

長
兼
放
射
能
対
策
室
長
（
文
化
課

長
兼
郷
土
資
料
館
長
）
大
畠
敬
一

／
子
ど
も
福
祉
課
長
（
環
境
政
策

課
長
兼
放
射
能
対
策
室
長
）
小
泉

秀
明
／
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課

長
（
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
課

長
）
福
田
洋
昭
／
建
設
課
長
（
下

水
道
課
長
）
堀
口
幸
司
／
建
設
課

副
参
事
（
建
設
課
長
補
佐
兼
改
良

係
長
）
猿
田
信
彦
／
下
水
道
課

長（
建
設
課
副
参
事
兼
課
長
補
佐
）

佐
川
洋
年
／
金
砂
郷
地
域
振
興
課

長
兼
地
域
相
談
室
長
（
健
康
づ
く

り
推
進
課
長
補
佐
兼
健
康
企
画
係

長
）
茂
又
一
海
／
水
府
地
域
振
興

課
長
兼
地
域
相
談
室
長
（
子
ど
も

福
祉
課
長
）
榊
一
行
／
教
育
総
務

課
長
（
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課

長
）
荷
見
久
志
／
教
育
総
務
課
副

参
事
兼
学
校
教
育
係
長
（
高
齢
福

祉
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
）

武
藤
圭
子
／
文
化
課
長
兼
郷
土
資

料
館
長
（
水
府
地
域
振
興
課
長
兼

地
域
相
談
室
長
）
岩
間
勇
二

保健福祉部 高齢福祉課

介護保険係

高齢福祉係

介護施設指導係
＊新設

政策推進室 政策推進課

秘書課 秘書係

広報広聴課 広報係

広聴係（市民相談室）＊情報政策課から
　移管

問総務課人事係（☎内線338）

企画部
＊部名変更

＊情報政策課から移管

＊新設

＊新設

少子化・人口
減少対策課

国体推進室

企画課

少子化・人口減少対策課

企画係

総務企画係

常陸太田移住・定住相談室

情報化推進係

競技運営係
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環境問題

「野良猫が増えて困っている」「敷地内でいたずらをして困る」など、猫に関する相談が数多く寄せられています。
猫を飼う場合にはその習性をよく理解した上で、飼い主としてのマナーやルールを守りましょう。

猫の飼い方・マナー

猫は室内で飼いましょう

ふん尿やいたずらによる近隣とのトラブルが防げ
るだけでなく、交通事故や感染症などの危険から
飼い猫を守ることができます。

不妊・去勢手術をしましょう

猫は繁殖力が非常に強い動物です。妊娠後約 60
日で出産し、その後 3週間ほどでまた妊娠可能に
なるため、どんどん増えてしまいます。繁殖を望
まない場合は、必ず不妊・去勢手術を受けさせま
しょう。また、手術を受けることで生殖器系の病
気の予防やマーキング行動の抑制などにもつなが
ります。

－野良猫にエサをあたえている方へー

無責任な餌付けはやめましょう

　「かわいそうだから…」と野良猫にエサを
あげたくなってしまうことがあるかもしれま
せん。しかし、エサをあげることで、集まっ
てきた野良猫がどんどん子どもを産んでしま
い、かえって不幸な猫を増やしてしまうこと
になりかねません。また、敷地内でふん尿を
したり、家の中に侵入して食べ物をあさった
りするなど、近隣の方にまで被害が及ぶこと
もあります。
　ペットとして飼う気がない場合、無責任な
餌付けはやめましょう。

最後まで責任と愛情をもちましょう

ペットは大切な家族です。また、動物を捨てたり、
いじめたりすることは法律に違反する行為です。
最後まで責任と愛情をもって、世話をしましょう。

　環境政策課（内線 110）
　金砂郷地域振興課（☎ 76‐ 2111）
　水府地域振興課（☎ 85‐ 1111）

　里美地域振興課（☎ 82‐ 2111）
　太田警察署（☎ 73‐ 0110）
　県動物指導センター（☎0296‐72‐1200）

帰ってくるのを待たず、すぐに下記までご連絡ください。

◇�

Ｊ
Ａ
常
陸
様　

市
内
小
学
校
新
１
年
生
へ　

交
通
安
全
帽
子

◇�

い
ば
ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組
合
様　

市
内

小
学
校
新
１
年
生
へ　

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

◇�

太
田
警
察
署
様
、
太
田
地
区
交
通
安
全
協
議
会

様　

市
内
小
学
校
新
一
年
生
へ　

ラ
ン
ド
セ
ル

カ
バ
ー
、
交
通
安
全
傘
、
市
内
中
学
校
新
１
年

生
へ　

反
射
材
付
き
マ
ス
コ
ッ
ト
ス
ト
ラ
ッ
プ

◇�

㈱
常
陽
銀
行
太
田
支
店
様　

市
内
小
学
校
新

１
年
生
へ　

防
犯
ブ
ザ
ー

JA 常陸組合長㊧

いばらきコープ生活協同組合の
皆さん

太田地区交通安全協議会長（後
列㊧）と太田警察署長（後列㊨）

㈱常陽銀行太田支店の皆さん

温
か
い
ご
支
援
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 ペットが迷子になった時は
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問

10 地域とともにある「愛情いっぱい」の学校づくり

　「夢育」の考えに基づき、「愛情いっぱい」を合い言葉に楽
しく信頼される学校づくりに取り組んでいます。
　伝統文化を生かし、体験活動を重視した学びを通して、児
童一人ひとりを大切にしながら豊かな心を育成していきます。
特に、西金砂神社に伝わる田楽舞を通した郷土理解やキャリ
ア教育の充実を図る職場体験など、地域とともにある学校を
目指しています。

地域ボランティアによる太鼓指導

田楽舞の発表

金砂の湯での職場体験 地域と連携した防災訓練

塚田慎（金砂郷地区）

武井沙也佳（農業分野）

「移住・定住・交流促進」をテーマに活動を始めてから、１年が経ちました。「移住・
定住・交流促進」は文字にするとたったの８文字ですが、相手の人生に大きく関わる
ため、責任やプレッシャーに押しつぶされそうになる
こともありました。しかし、声をかけたり、イベント
に誘ってくれた方々のおかげで、何とか活動できてい
ます。ありがとうございます。また、移住を希望する
方と関わるたびに強く思うことがあります。「移住・
定住・交流促進」は１人では何もできないということ。
１人でも多くの協力者が必要です。人口減少問題に関
心のある方は、ぜひご連絡ください。

こんにちは！水府地区地域おこし協力隊の武井です。
３月に入ってから一気に暖かくなりましたね！ようやく冬が終わって春本番！という
感じですね。気温の変動に花粉も相まって風邪や花粉症に悩まされている方もいるの
ではないでしょうか？かく言う私も病気を貰って
しまいました (-_-;) せっかくの春なのに活動でき
ないのがとてももどかしいですが、頑張って治し
て、元気に活動したいと思います！
今までの活動としては、農業研修や地域バンドの
活動などに参加してきました。今後は、体調が戻っ
たら畑をしっかり整えていきたいと思っています。

問少子化・人口減少対策課（内線 346）

金砂郷の美しさに惚れ、東
京都から移住。昨年4月に
就任。金砂郷を中心に活動

群馬県出身。昨年7月に就
任。水府地区で活動

移住定住相談会の様子

農業研修でいただいた野菜のサラダ
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Road to 2019 国体
Vol. １　茨城国体・大会について紹介！ 問国体推進室（内線 355）

国体は、地方スポーツの振興等を目
的として行われる、国内最大のス
ポーツ大会です。
平成 31 年の国体では、常陸太田市
を会場として、ソフトボール競技（成
年男子・女子）が開催されます。

平成 31 年に茨城県で開催される茨城国体・大会等についてご紹介します。

茨城国体マスコット
「いばラッキー」

茨城大会マスコット
「いばラッキー」

会期：平成 31 年 9 月 29 日日～ 10 月 1 日火
会場：山吹運動公園、白羽スポーツ広場

【第 74 回国民体育大会】

障害者スポーツ大会は、障がい
者スポーツを通じて、スポーツ
の楽しさや障がいに対する理解
を深めることを目的とした大会
です。
茨城県では初の開催となります。

会期：平成 31 年 10 月 12 日土～ 14 日月
会場：山吹運動公園、里美運動公園

【第 19 回全国障害者スポーツ大会】

「第 70 回全日本総合女子ソフトボール選手権大会」は、日本ソフトボールの
中で最も歴史と伝統ある大会で、各都道府県予選・地区予選を勝ち抜いた 32
チームが、当市で 3日間にわたって熱戦を繰り広げます。

会期：平成 30 年 9 月 15 日土～ 17 日月
会場：山吹運動公園、白羽スポーツ広場

いきいき茨城ゆめ国体ソフトボール競技リハーサル大会

問文化課（☎ 72-3201）

七・七・七・五

　都
ど ど い つ

々逸とは、当市出身の都
どど い つ ぼ う せ ん か

々一坊扇歌によって確立された、
七・七・七・五の口語調で唄われる俗曲の一つです。自然を
詠みつつ、社会風刺を巧みにとらえた愉快な表現方法は、多
くの愛好家たちから親しまれており、毎年都々逸全国大会が
開催されるなど、今日においても唄い続けられています。
　このコーナーでは、都々逸の魅力をお伝えするとともに、実際の作り方などを紹介していきます。

都々一坊扇歌ってどんな人？
　「都々一坊扇歌」は、文化元（1804）年常陸国久慈郡磯部村中宿（現在の磯部町）に生まれました。
天性の美声の持ち主であった扇歌は、三味線を片手に、客からのどんな難題でも即座に答える「即席都々
逸」で、爆発的な人気を博しました。当時の木戸銭（入場料）は十文か十五文でしたが、扇歌の出演す
る寄席は破格の木戸銭で、五十六文をとり、芸人仲間から「八丁荒しの魔物」と恐れられ、扇歌に客を

奪われた周囲八丁の寄席はがら
空きだったそうです。

昨年の都々逸全国大会【少年の部】入賞作品紹介（その１）
○宿題句　句の中に「佐・竹・氏」から一字以上入れる。　
　「佐竹の国の　太田の町で　みんなの笑顔　あふれ出る」
　「今も昔も　変わらぬ思い　佐竹の心　受けついで」
○自由句　
　「夏の日ざしに　照りつけられて　にらみ返すが　かげらない」
　「常陸太田の　子供の笑顔　見せてくれるか　じょうづるさん」

次回「都々逸を作ってみましょう」
は６月号に掲載予定です。

　都々逸全国大会の様子
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文化課（☎72-3201）

２月 25 日、上深荻・大菅町で昔ながらの遊びや伝統文化を体験する「里美
に伝わる " 昔ながら " を体験しよう !」が開催され、まゆ玉作りなど地元で行
われてきた年中行事やベーゴマ、竹馬、けん玉などを体験しました。
このイベントは、「昔ながら」の遊びなどを子どもたちに体験してもらうと
ともに、地域内外の交流を深めるため毎年開催されているもので、今回が９回
目。地元参加者に加え、地元外からの方や学生ボランティアなど約 100 人が
参加しました。
参加した親子からは「普段は体験できない昔の遊びができて良かった」、「三
世代が交流できる場が少なくなったので、今日は大変素晴らしい集まりでし
た」、「地域の方々とコミュニケーションを取ることができて良かった」などの
声が聞かれました。

お餅、美味しい

馬場八幡宮
※報賽…祈願が成就したお礼に参拝すること

里美に伝わる " 昔ながら " を体験しよう ! （上深荻・大菅町）

県道 29 号常陸太田烏山線と県道 33 号大子線が合流する馬場丁字路から北へ
400m 進むと、馬場の八幡宮が鎮座しています。馬場の八幡宮の創立は天喜４
（1056）年、源頼義が陸奥の安倍氏鎮

ちん ぶ

撫のため奥州に向かう途中、石清水八幡宮を
祭り戦勝祈願したことから始まります。後に、佐竹氏の時代に太田郷の総社として
鯨岡八幡宮の社号を奉りました。馬場丁字路から八幡宮までの真っ
直ぐな道路は、寛治６（1092）年に源義家・義光が戦勝を報

ほうさい

賽し、
八幡宮に流鏑馬を奉納した場所で
す。私が幼い頃に、民家の裏に矢
に使うための竹やぶが数カ所残っ
ていたのを見ました。歴史のある
馬場八幡宮に皆さんもぜひお立ち
寄りください。

八幡宮（流
や ぶ さ め

鏑馬をした場所）

紹介者
馬場町
桐原  弘さん

「だるまおとし」上手にできるかな

狙って、狙って！

まゆ玉きれいだね

みんなで一緒にハイポーズ
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介護施設

至  常陸太田市街地

至  里美

身隠山古墳群

コンビニ

県立常陸太田
特別支援学校

瑞竜中

郵便局

直売所

新茅根橋

里川

スタート・ゴール
瑞龍山バス停

瑞桜5

道道道標4

旌桜寺跡6

薩都神社3

石仏群1

佐都公民館跡2

道標

陽春の瑞龍町・里野宮町・茅根町ハイキングコース
距離：約５km　所要時間：２時間 30分

今回は、陽春の瑞龍町・里野宮町・茅根町の散策に出発します。常陸国風土記には「神（立
たちはやひをのみこと

速日男命）が天か
ら松沢の松の大樹に降りられた」と書かれています（松沢とは現在の瑞龍町と言われています）。さらに、里野
宮町の旧道沿いにある薩都神社にも立速日男命が祭られており、風土記の世界にいざないます。また、瑞龍町に
ある旌桜寺跡には「旗桜」という花の芯に旗が立っているように見える桜があります。このように歴史・自然あ
ふれるこの地を散策してみてはいかがでしょうか。

ひたちおおた

てくてくウォーク �

2 佐都公民館跡

樹齢 40 ～ 50 年の桜が十数
本あり、満開の桜は圧巻。公
民館移転後は、地域の方の憩
いの場として利用されている

1 石仏群

如意輪観音や不動明王と思
われる石仏群が地域の方の
手によって祭られている

6 旌
せ い お う じ

桜寺跡

源頼義・義家親子が奥州征伐
の帰りに休息を取った際、桜
の旗竿を挿したところに根付
いたという伝説の桜がある
※写真は平成 26 年 4月撮影

3 薩
さと（さつ）

都神社

常陸国風土記に書かれている
歴史ある神社で、賀

か び れ

毘礼の峰
の里宮として信仰されていた

5 瑞
ずい お う

桜

県立常陸太田特別支援学校
の校庭の中央に咲くソメイ
ヨシノで地域の方に「瑞桜」
と呼ばれ親しまれている
※写真は平成 26 年 4月撮影

4 道標

瑞竜十文字バス停近くにある
高さ約 1.8ⅿの花崗岩で作ら
れた道標。「従

これより

此右棚倉・左
御山道」と書かれている

見学方法
平日　午後3時30分以降
※事務室に声をかけてください
休日　自由見学

道で出会った猫

ホトケノザ

ヤブツバキ
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Information
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ょ
う
づ
る
は
う
す
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
お
母
さ
ん
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
福
祉
課　

内
線
１
６
１

オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
な
ど
を
新
設

新
し
く
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
！

　

１
階
の
休
憩
室
が
気
軽
に
お
茶
な
ど
を
楽
し
め
る
ス

ペ
ー
ス
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
母
さ
ん

た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
オ
ー
プ
ン

デ
ッ
キ
も
新
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
ベ
ビ
ー
カ
ー
で

も
入
れ
る
ト
イ
レ
が
欲
し
い
」
と
い
う
声
を
受
け
て
、
外

に
多
目
的
ト
イ
レ
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

２
階
に
は
、
雨
の
日
で
も
子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
ス

ペ
ー
ス
や
ゆ
っ
く
り
本
を
読
め
る
読
書
コ
ー
ナ
ー
、
大
型

遊
具
な
ど
を
配
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。開

設
時
間

◇
５
月
～
９
月

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
10
月
～
４
月

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
年
末
年
始
は
お
休
み
の
予
定
で
す
。

今年も健康スポーツチャレンジデーを開催します。家や職場、学校などで楽し
んで体を動かしましょう！また、体を動かしたら忘れずに報告をお願いします。
◇とき　5月 30 日水　午前０時～午後９時　◇ところ　市内のどこでも
＊報告先などの詳細については、５月号に掲載予定です。

健康スポーツチャレンジデーに参加しましょう！
15 分間の運動で地域を元気に！

すてきすぎ～みんなで行ってみよう！

子
育
て
支
援
施
設
「
じ
ょ
う
づ
る
は
う
す
」
４
月
14
日
オ
ー
プ
ン
！

問スポーツ振興課（☎ 73 ‐ 0090）

東染球友会チームの皆さん
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中
原
一
博
教
育
長
が
３
月
31
日
付
で
退
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

中
原
氏
は
、
平
成
21
年
に
教
育
長
に
就
任
。

９
年
間
、
市
の
教
育
行
政
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
９
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

平
成
30
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て

同
意
を
受
け
、
石
川
八
千
代
氏
が
４
月
１
日
付

で
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

茨
城
大
学
を
卒
業
後
、
38
年
間
市
内
外
の
小

学
校
に
勤
務
さ
れ
、
日
立
市
立
諏
訪
小
学
校
、

常
陸
太
田
市
立
太
田
小
学
校
で
は
校
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
。

まちの話題
災害ボランティア研修会 ひたちおおた芸能祭

総合福祉会館で災害時におけるボランティア活動
支援について学ぶために市社会福祉協議会主催で災
害ボランティア研修会が開催されました。実際の災
害を想定し、災害ボランティアセンターの設置・運
営訓練が行われました。また、県社会福祉協議会防
災活動アドバイザーの米沢智秀さんによる講演も行
われ、災害時に地域住民だからこそできることなど
を呼びかけました。

ひたちおおた芸能祭がパルティホールで開催され、
里美華翠連や天神林町天神ばやし保存会、常陸太田
民謡楽鵬会など多彩な団体が日ごろの成果を発揮し、
観客から拍手喝さいを受けました。今年のテーマは
「極
きわめる

」。芸能、舞踊、音楽などそれぞれの道をさらに
極めていく志を胸に舞台で芸や技を披露していまし
た。

2/252/26

中
原
教
育
長
が
退
任

新
教
育
長
に
石
川
八
千
代
氏

災害時のボランティア受付体験をする参加者 里美華翠連の華麗な演技
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まちの話題

それぞれのグループで出し合った案を評価しあった

ひたちおおた
小灯りプロジェクトえをかきたい

天神林町センターひな祭りふれあいサロン交流会3/9 3/1~11

3/1~18 ２/26

鯨ケ丘商店街で球体型ライトに文字を浮かび上が
らせるひたちおおた小灯りプロジェクトが行われま
した。このプロジェクトは一昨年行われた県北芸術
祭で鯨ケ丘の建物の窓にさまざまな物語を描いた
「鯨ケ丘のピンク窓プロジェクト」で活躍したアー
ティスト原高史さんが手
掛けたもの。梅津会館前
や東の辻に設置された球
体が、道行く人たちに懐
かしい物語を語りかけて
いました。

アーティスト臼田那智さんと県立常陸太田特別支
援学校の子どもたちがコラボをした展示「えをかき
たい」が梅津会館で行われました。白い丘のような
作品の内側に入り込み上を眺めると、絵が一面に広
がって見え、その
絵からあふれる力
強いエネルギーが
たくさんの来場者
を魅了していまし
た。

子どもたちの健やかな成長を願うとともに町内外
の方とのふれあいや出会いのため、天神林町集落セ
ンターで天神林町センターひな祭りが行われまし
た。また、3月 3日の桃の節句には地元住民が集まり、
あやとりや折り紙での雛人形作りなどを通して三世
代での親睦を深めました。
期間中、会場には各家庭で眠っていたひな人形や
地元の女性グループが手づくりした吊るし雛などの
作品が多数展示され、華やかな場が演出されました。

サロンの活動や魅力を広めるために、市社会福祉
協議会主催のふれあいサロン交流会が生涯学習セン
ターで開かれました。「つながろう ひろげよう」を
テーマに、サロンの活動発表や市民ボランティア同
士の情報交換などが行われ、参加者は「サロンを立
ち上げる際の心配ごとがたくさんありましたが、で
きることから始めてみようと決心しました」と話し
ていました。また、認知症を題材にした映画が上映
され、地域でのつながりの大切さを学びました。

集落センター内は華やかに飾られた

梅津会館の前で七色に光る力強い絵が一面に広がる

鯨ケ丘の物語が描かれた球体道具も展示された
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　一番大切にしているのは、地域のコミュニケーションです。試合などの
勝負どころでは気を引き締めますが、普段は和やかな雰囲気で練習に励ん
でいます。会員は多いもののレベル差は小さく、みんなで話し合いながら
切磋琢磨する、生き生きとしたチームです。競技以外にも健康のために運
動するなど、チームプレイを大切にしています。若い人も大歓迎ですので、
気楽な気持ちで声をかけてください。

Team Data
活動日時　水・金曜日　午前中
活動場所　ひまわりグラウンド
会員数　16 人（男 8人、女 8人）
設立年　2003 年
�連絡先　代表　橋本 保
　　　　☎ 74 ‐ 2227

真弓ひまわり会（ゲートボール）

vol.37

4 月から小学 1 年生になりました。はすみ保育園のみんなとすごした
楽しい時間を忘れずに、小学校でも楽しみます！

年長さん（きりん組たいようグループ）

笑 顔 満 開 ！
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よせて
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で１歳です！

元気に
すくすく

お子さんの満１歳の記念に写真を掲載してみませんか。
◇�対象　市内に住所を有する平成 29年 6月生まれのお子さん（6月号掲載分）
��◇応募締切　5 月 10 日木
◇�必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・
電話番号
◇�申込フォーム　市ホームページの「市政」→ 「広報・広聴」→「広報」→「はじめて
の誕生日申し込み」、または携帯電話などのバーコードリーダーで左のＱＲコードを
読み取り、お申し込みください。
　写真を添えて窓口または郵送でお申し込みいただくことも可能です。
　＊応募された写真は返却しませんのでご了承ください。
申��問広報広聴課（〒 313-8611 常陸太田市金井町 3690 ／内線 303・304）　

鈴木凰
おおか

花ちゃん
4 月 24 日（山下町）

市川蒼
そうた

汰くん
4 月 25 日（西宮町）

梶山琉
る か

風くん
4 月 20 日（茅根町）

猿田眞
しんせい

世くん
4 月 27 日（三才町）

大曽根小
こはる

春ちゃん
4 月 14 日（大平町）

梶山美
みさき

咲ちゃん
4 月 26 日（瑞龍町）

前島天
て ん

夢くん
4 月 2日（山下町）

滑川凛
り あ な

亜菜ちゃん
4 月 15 日（小目町）

薄結
ゆいか

奏ちゃん
4 月 27 日（幡町）

肥田実
みるい

依ちゃん
4 月 5日（大里町）

飛田大
だいご

護くん
4 月 11 日（幡町）

髙橋慶
けいま

眞くん
4 月 13 日（磯部町）

立川蒼
そうし

士くん
4 月 14 日（磯部町）

4 月

阿部柊
とうま

馬くん
4月30日（下河合町）

佐藤衣
え ま

茉ちゃん
4 月 2日（山下町）

北崎莉
り の

望ちゃん
4 月 18 日（栄町）

おめでとう！
はじめての誕生日

子育て上手な常陸太田市を子育て中の皆さんにも PR してもらいた

い！という思いから、車に貼れるじょうづるさんの「子どもが乗っ

ています」マグネットができたんだって！次号以降で、デザインや

入手方法などの詳しいことをお伝えしていくので、お楽しみに♪

「わ～見て！見て！」と児童たちから歓声が上がりました。これは、閉校記念式典終了後に水府小学校で行われた
閉校記念セレモニーの１コマ。空高く飛んでいく風船に思いを乗せて、新しい学校へ向けて出発します。


